
滋賀医科大学看護学ジャーナル, 9(1), 67-72
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データマイニングを用いた精神看護学実習における学習内容の分析
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要旨

本研究の目的は、データマイニングを用いて精神看護学実習における学生の学習内容を明らかにすることである。研究協力

に同意を得た学生の実習記録の記述データを形態素解析後、抽出した名詞および動詞を分析の最小単位とし、それらのキーワ

ードに連動する文脈について内容分析を行った。その結果、名詞の分析によって【対人専門職としての治療的関係を築く術】 【精

神障害者のノーマライゼーション】 【看護過程の展開】 【指導者も含めたグループ学習における相互作用】の4のカテゴリーが

抽出され、本学の精神看護学実習の特徴と同時に、学生に学習すべき項目として提示することが可能となった。また、動詞の

分析によって、学生の具体的な行動レベルで学びの特徴について把握することが可能となり、これらの体験-の意味づけが重

要であることが示唆された。
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はじめに

人間を実際のケア対象として展開される授業に、看

護学実習がある。看護基礎教育における看護学実習と

は、あらゆる看護の場において、講義や演習で学んだ

科学的知識や技術を用いて看護を必要とする対象に具

体的に実践しながら、既習の知識や技術を統合し、よ

り深化させることである1)。

精神看護学は、平成9年の看護教育のカリキュラム

改正に伴い、看護基礎教育において独立の分野として

認められ、単独の教育カリキュラムにより授業が展開

されるようになった。本学では、精神保健や精神看護

学以外にも関連科目として、臨床心理学や臨床コミュ

ニケーション学などの授業が行われている。精神看護

は、これらの知識を基盤として心を病む人と実際に関

わり、対人プロセスを通した生活援助を行っていくこ

とである。本学の精神看護学実習では学生の事前課題

として、 2週間の精神看護学実習における個人目標や

課題を明らかにさせている。そして実習終了時には、

その目標や課題がどのように達成されたのか、どのよ

うな学びがあったのかを記載させている。

前述の通り、精神看護学は看護基礎教育の中で独立

の分野として確立してから歴史の浅い領域である。そ

のため、より効果的な教育を行うためにも、学生がど

のような学びをしているのかを把握することは重要で

あり、先行研究においても幾つかの報告が見受けられ

る。先行研究の多くは質的帰納的分析によるものであ

るが、本研究はデータマイニングという手法を用いて

いる。そこで今回、このデータマイニングを用いて本

学の精神看護学実習での学習内容を明らかにすること

を試みた。データマイニングを用いることで、これま

で主観的分析に頼っていたテキストデータの解析に、

客観性を与えることができると考える。加えて本研究

を行うことにより、今後の教育活動-の示唆を得るこ

とが可能となり、本学における学生-の教育効果を高

められるものと考える。

本学における精神看護学実習の概要

1. 2単位90時間とし、実習期間は2週間としている。

しかし、 1週目の水曜日午後と1・2週目の金曜日は

学内実習のため、病棟での実習期間は実質1週間程

度となる。

2.実習施設は、本学附属病院および精神科単科の公立

病院を用いている。いずれも急性期病棟の実習であ

るが、前者の入院患者の大半は気分障害で、入院期

間は約3カ月である。後者は統合失調症が大半を占

め、入院期間は約6カ月である。

3.統合失調症や気分障害などの主に内因性精神障害の

患者を1人受け持ち、心を病む人について実際の関

わりを通して理解し、学生が自らの資質を最大限に

生かしながら援助的関係のあり方について考え、自

己洞察を深めることを目的としている。また、知識

や技術を看護実践の場に適応させ、看護理論と実践

を結びつけて理解できる能力を養うことも目的に掲

げている。

IllI一斑IYi

データマイニングを用いて、精神看護学実習におけ

る学生の学習内容を明らかにする。
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1.研究デザイン

本研究は、記述データを形態素解析後、抽出した名

詞および動詞を分析の最小単位とし、それらのキーワ

ードに連動する文脈をKlaus KrippendorfiFの内容分

析を用いた質的因子探索研究である。

2.研究対象

第3-4学年にかけて精神看護学実習を履修した学

生60名で研究協力に同意が得られた学生の実習記録。

3.データマイニングについて

データマイニングとは、調査・統計・データベース

などから得られる数値データを、多様な統計解析手法

や構造解析手法を用いて分析し、有益な知識や情報を

得るための技術である。類似した言葉にテキストマイ

ニングがあるが、これは扱う元データが数値データで

はなくテキストデータであるという点が異なる。しか

し、テキストマイニングにおいてもその目的は、分析

者にとって有益な知識や情報を得ることであるため、

広義にはテキストマイニングはデータマイニングに内

包される技術と考えられている3)。

4.データ収集および分析方法

精神看護学実習における個人目標や課題がどの

ように達成されたか、またどのような学びがあっ

たかについて、実習終了時に記載してもらう。研究協

力が可能な学生のレポートは複写し、個人が特定でき

ないようにする。

分析方法は先行研究4)を参考に、 (ヨレポートの記載

文をパソコンに入力後、電子テキスト化する。 ②形態

素解析を行い、記録単位(分析単位)を単語とし、名

詞・動詞ごとの出現頻度を算出する。 ③名詞を類似性

に基づいてグループ化し、ネーミングをつける。 ④出

現頻度を参考に、研究者が特徴的ととらえた動詞と連

動する文脈を調べるコロケーション解析を行う。 ⑤文

脈の表現や意味内容から構成要素を探索する。その際、

精神看護学領域の研究者および質的研究・データマイ

ニングに習熟した研究者にスーパーヴァイズを受け、

分析結果の信頼性と妥当性の向上に努めた。分析ソフ

トは、奈良先端科学技術大学院大学で開発され自然言

語処理研究等で使われているフリーソフトCha Sen

Ver2.0　と文字列検索ソフト　KWIC Finder for

Windows、およびExcel 2007を使用した。

5.コロケーション解析について

コロケーション解析とは、語と語の繋がりのことを

言う。語どうLが構造的に直接関係していて、一方の

語が他方の語の選択に影響を与えている場合を言う5)。

6.倫理的配慮

本研究の実施にあたり、滋賀医科大学倫理委員会で

審査を受け承認を得た(承認番号22-53)。対象者の

権利確保として、研究-の参加・不参加や中断による

不利益が生じないこと、個人情報の保護について説明

し、同意を得た。

結果

1.形態素解析の結果

実習終了時のレポート記載文は約24,320文字で、学

生1人について約400文字であった。形態素解析の結

果、名詞は246種類　604語)、また動詞は126種類

390語)を抽出した。以下、 (  )は名詞および動

詞の出現頻度を示し、 【  】はカテゴリー、 《　)

はキーワード、 (  )は構成要素の内容を示す。

1)抽出した名詞

名詞の出現頻度は、患者　71　コミュニケーション

24　実習19　精神11　看護11　課題11
日分　9　・状態　8　・達成　8　・症状(7)等であった。

2)名詞のグループ化

形態素解析によって抽出した名詞すべての意味内容

を検討しながら類似性に基づきグループ化およびネー

ミングした結果を、表1に示す。

3)抽出した動詞

動詞の出現頻度は、する　62　・できる　41　思う

26　ある13　考える12　行う12　感じる

11　言う10　分かる　8　・話す　7　関わる　5　・

できる　4　学ぶ(3)等であった。このように、形態

素解析において動詞はカテゴライズしづらく、通常は

名詞を分類することが多い。

2.動詞のコロケーション解析の結果

「学生は精神看護学実習で何を学んだのか」に関す

る記述に注目しながら、学習効果に関連した動詞(学

んだ・学ぶ、分かる・分かった、考える、できる・で

きた)と連動する文脈を調べるコロケーション解析を

行った。その結果、これらの動詞を含んだ先行・後続

文脈の抽出が可能となる。さらに《学んだ・学ぶ)、 《分

かる・分かった)、 《考える)、 《できる・できた)のキ

ーワードから構成要素を抽出することで、精神看護学

実習における学生の学びの特徴が次のように明らかと

なった。その解析の一例を、表2-5に示す。

「精神看護学実習で何を学んだのか」を構成する《学

んだ・学ぶ)の構成要素は、 (SSTの目的と看護の役割) 、

(患者のペースを守る) 、 (情報共有による援助の視点

の拡がり)、 (対人関係による援助と効果)、 (患者の反

応から自己の関わりを振り返る)、 (自己開示の大切さ)、

(多角的な視点でのアセスメント) 、 (信頼関係に基づ

くコミュニケーションの重要性)であった。次に《考

える)の構成要素は、 (病的体験のある患者とのコミュ

ニケーション)、 (患者の日常生活上の問題)、 (i解後

の生活を見据えた援助) 、 (患者の言葉や表情・沈黙の
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意味)、 (自己の感情と心理的距離)、 (患者の変化に即

した援助)、 (実習目標の自己評価)であり、 《分かる・

分かった)における構成要素は(効果的なコミュニケ

ーション方法)、 (病識をもつまでの経過)、 (患者と関

わる上での心構え) 、 (沈黙の効果) 、 (精神症状が患者

に与える影響) 、 (幅広い知識の必要性) 、 (患者を生活

者として理解する)が抽出できた。また、 《できる・で

きた)の構成要素は(精神障害者に対する先入観の払

戟) 、 (言葉以外の情報を読み取る) 、 (病的体験の理解) 、

(病状の幸田屋) 、 (患者の言葉の背景を汲み取る) 、 (共

感的な関わり)、 (心身相関の理解)、 (援助的関係の構

築)、 (傾聴による援助)、 (自己洞察)、 (グループでの

学びの共有) 、 (個別性を考えた看護)の要素から構成

されていた。

考察

実習終了時のレポート記載文のテキストデータを基

に名詞・動詞を分析した結果、本学における精神看護

学実習の特徴や、学生の学びの特徴が明らかになった。

名詞の分析より抽出された4のカテゴリーは、学生

の学びの特徴を理解する手立てになると同時に、本学

の精神看護学実習における学習すべき必須項目と捉え

ることができる。

まず、学生は実習初日の受け持ち患者決定後、 《患者

理解のための視点)として(精神疾患についての知識)

を確認することや、 (個別性を意識して患者を手m>　し

ようと努めている。そのため、実習記録にあるNANDA

の診断分類に基づき作成された患者アセスメント用紙

に沿って、 (カルテからの情報収集)を行っていた。こ

れは《対象理解のための視点)としては基本的なこと

であるが、酒井ら6)はカルテからの情報収集のタイミ

ングによっては、対象-の先入観を強め、偏見や不安

を助長させてしまうと考え、カルテに頼らない情報収

集を取り入れることの意義を明らかにしている。その

結果、カルテに頼らないことで、学生は先入観にとら

われずに患者との関係性の中で生活者として対象を捉

え、生活の中から情報を得ている。しかし一方で、コ

ミュニケーションにおける不安や、患者の何を観察し

問題としていくのかという看護の視点が分からないこ

とで学生の緊張を高め、不安を与えてしまうとも述べ

ている。患者と関わる前に先入観を抱くことは危険で

あるが、例えば患者の治療上の言動の統一や対応の仕

方の統一など、チームとして共有されている情報の確

認は必要である。また、過度な緊張や不安を抱かない

ようにするためにも、カルテから得た患者の観察ポイ

ントを手がかりに観察の視点の幅を広げていくことが

できるよう指導することが必要である。

精神看護の対象の特性として、思考や気分(感情) 、
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行動・認知などの精神機能の障害があり、このことに

よりコミュニケーション障害、具体的には対人関係に

支障を来していることがある7)。このような特性のあ

る患者と関わる学生は、授業でコミュニケーションに

は(語的コミュニケーション)と(非語的コミュ

ニケーション)があることを学んでいるが、患者との

関わりや看護師の関わり方を見ることで、授業で学ん

だこれらの《コミュニケーション方法)の実際につい

て体得していたと考える。つまり、患者との関わりを

通して、語だけに頼っていては相手を理解できない

ことに気付き、表情や視線、沈黙など非語的なメッ

セージが重要な意味をもつ8)ことを体験の中から学ん

でいた。そして、 (患者のペースを尊重)しながら(忠

者と行動を共にする)ことで《患者との関係性の構築)

に努め、このような学びを通して、学生は精神看護学

実習において【対人専門職としての治療的関係を築く

術】を学んでいたことが示唆された。

次に、学生が受け持つ患者の中には、精神症状によ

ってセルフケアレベルが低下していることがある。そ

のため(日常生活援助)が必要となるが、学生は患者

の「できていない部分、不足している部分」に着目し

がちである。そのため、患者の健康的な側面に目を向

けること、すなわち患者の「できている部分」に着目

することを助言すると、多くの学生は直接的に手を貸

して援助することだけが看護ではなく、患者が今でき

ていることを見守ることも看護であることに気付けて

いた。このような気付きは、 「精神障害者を社会に生き

る生活者として捉える」ことを目標に掲げている本学

の実習目標の達成にも繋がる視点である。また、退院

前の患者を受け持った学生は、家族やソーシャルワー

カー、ケアマネージャーを交えての面接や過堤前訪問

など(退院に向けての環境調整)に立ち会うことがあ

る。 2002年12月に発表された社会保障審議会障害者

部会精神障害分会の報告では、 「受け入れ条件が整えば

i蝦可能な約7万2,000人の精神病床入院患者の退

院・社会復帰を図る」という指針を示しているが、退

院調整の際に留意する点として以下の特徴がある。例

えば、精神症状の影響で患者からの暴力や暴言で家族

が傷つき、患者-の抵抗感をもつ場合や9)、患者一家

族関係だけでなく地域住民とのトラブルなど、患者に

よっては共同生活における失敗体験をもつ場合がある。

このような患者にとって地域に戻ることは容易でなく、

患者にとっての安心できる居場所をどこに見出すか、

精神障害者の社会復帰・参加を学ぶ機会として、 (退院

に向けての環境調整)に立ち会うことは有効である。

このような《精神科ケアの実際)に触れ、そして患者

との関わりを通して多くの学生は、生活者として理解

することの意味を学ぶ。このことは、 【精神障害者のノ
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-マライゼ-ション】について考える機会でもある。

風間ら10)は、実習の中で精神障害者と関わりながら疾

患・症状による日常生活-の影響、社会や家族との関

係などをどのように受け止め理解したかによって、精

神障害者に対する学生のステイグマが変化する、と述

べている。学生は実習を通して【精神障害者のノーマ

ライゼーション】について考える機会をもち、精神障

害者に対するステイグマが変化していったのではない

かと考える。しかし、本学の精神看護学実習は大半が

大学病院の精神科病棟での実習である。精神科単科の

民間病院と、大学病院の1診療科としての精神科とで

は、入院している患者の疾患や入院期間も異なる。し

たがって、 【精神障害者のノーマライゼーション】につ

いて考える機会をもったとは言え、それはほんの一側

面でしかないことを教員・学生共に熟知しておく必要

がある。

動詞の分析では、コロケーション解析により動詞と

連動する先行・後続文脈の抽出ができ、動詞をキーワ

ードとして扱うことが可能となる。また、キーワード

から構成要素を抽出することで、精神看護学実習にお

ける学生の学びの特徴が、より具体的な行動レベルで

明らかにできた。例えば学生は、幻覚・妄想などの病

的体験のある患者や、抑うつ症状のある患者とのコミ

ュニケーションの難しさを感じながらも、患者の反応

から自己の関わりを振り返り自己洞察を行うことで、

患者のペースを守りながら関わることが大切であるこ

とに気付いていた。また、授業で学んだように患者の

話を傾聴し共感的な関わりによる援助を実践していた

が、過剰な訴えに巻き込まれて客観性を見失っていた

り、逆に自己の言動が患者の病状を恵化させてしまわ

ないかなど、患者に与える影響を過剰に意識しており、

自己の感情と患者との心理的距離の取り方について考

える機会を得ていた。さらに、精神症状が患者に与え

る影響として患者の日常生活上の問題に着目し、患者

を生活者として理解し援助していくために、個別性を

考えた看護の展開に努めていたのではないかと考える。

学生は、実習を通して様々な経験をしている。つまり

実習は、実際の患者との関わりを通して学ぶ体験型教

育である。学生にとって必要なことは、まず体験する

こと、そして体験したことにどのような意味があるの

かを、既習の知識や技術と照らし合わせ意味づけを行

うことである。鈴木ら11)は、実習での体験を意味づけ

ることができないと、体験を学びとして蓄積できず、

学習意欲の低下や喪失につながる可能性があることを

指摘している。十分な意味づけのなされていない体験

には、このようなリスクがあることを念頭に置きなが

ら、学生が体験したことや学び-の意味づけを行う支

援が、教員や臨床実習指導者には求められると考える。

・11imiij

本研究において以下のことが明らかとなった。

1.名詞の分析によって【対人専門職としての治療的

関係を築く術】 【精神障害者のノーマライゼーション】

【看護過程の展開】 【指導者も含めたグループ学習にお

ける相互作用】の4のカテゴリーが抽出され、本学の

精神看護学実習の特徴と同時に、学生に学習すべき項

目として提示することが可能となった。

2.動詞の分析によって、学生の具体的な行動レベル

で学びの特徴について把握することが可能となり、こ

れらの体験-の意味づけが重要であると示唆された。
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表1.名詞のグループ化

構成要素 キ」ワー ド カテゴリー

くカルテからの情報収集〉(6)

《患者理解のための視点》 (161)

【対人専門職としての

治療的関係を築く術】(266)

〈身体面と精神面の観察〉(29)

く精神疾患についての知識〉(26)

〈個別性を意識して患者を手m >

(102)

〈言語的コミュニケーション〉(61)

《コミュニケーション方法》(76)

〈非語 的コミュニケーション〉(15)

〈受け持ち患者との出会い〉 (16)

《患者との関係性を構築》(29)〈患者と行動を共にする〉(9)

〈患者のペースを尊重〉(4)

〈日常生活援助〉 (17)

《精神科ケアの実際》(39)

【精神障害者の

ノーマライゼーション】(140)

〈精神科における気分転換活動〉(4)

く退院に向けての環境調整〉(18)

〈精神科看護に対する

イメージの変化〉(46)

《精神障害者観の変容》 (101)

く精神障害者との関わりにおける

目標 .課題の設定〉 55

〈問題の明確化〉(7)

《問題解決型思考》(20) 【看護過程の展開】(20)

く援助の工夫と反省〉(13)

〈グループダイナミクス〉(5)

《指導者 .メンバーの支援》(ll) 【指導者も含めたグループ学習

における相互作用】(ll)〈実習中の助言〉(6)
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データマイニングを用いた精神看護学実習における学習内容の分析

表2. 《学んだ・学ぶ)のコロケーション解析例

《学んだ .学ぶ》を含んだ先行 .後続文脈例 〈構成要素〉

SST に参加されることで、相手の立場に立って物事を考えることや集団で一つのこ

S S T の目的と看護の役割とに取り組むこと、自分の考えを口に出すこと等、社会生活で必要な能力を習得す

ることができると掌建、看護師は臨床心理士とともに患者さんのSST への参加を促

し、参加中の様子の観察.フィー ドバック等の介入を行う役割があること蟹弘 丞

患者さんと関わる中で、どのような思いを抱いているかを考慮し、私自身が患者さ

信頼関係に基づくんに危害を加えるものではないことを知ってもらうことで信頼関係が生まれ、その

人に.その場に合った言動がとれることを塾 堪 コミュニケーシ ョンの重要性

表3. 《分かる・分かった)のコロケーション解析例

《分かる .分かった》を含んだ先行 .後続文脈例 〈構成要素〉

コミュニケーションについては、初めは緊張し焦ってしまい、患者さんの思いを聴く

効果的な姿勢が自分の中でできていなかつたと反省があるが、徐々に患者さんと関係ができ最

終日が近付くにつれ、落ち着いて話をすることもでき、どのように声かけや促しをす コミュニケーション方法

ればよいかが企む墨ようになった。

その方の健康な精神とはどういう状態かを知るために、生活歴はとても重要だと企む

患者を生活者として理解す る主産。

今回の実習を通して、患者さんを一人の人として見るという感覚カ地

表4. 《考える)のコロケーション解析例

《考える》を含んだ先行 .後続文脈例 〈構成要素〉

この実習を通し、炎症や感冒症状の有無などの症状観察以外に、目線や表情 .声色 .

患者の言葉や表情 .沈黙の意味

沈黙の意味まで考え塾ことができた。

患者さんの言動一つ一つに対して、その言動に結び付く患者さんの思いを丁寧に考基

旦ことができた。

表5. 《できる・できた)のコロケーション解析例

《できる .できた》を含む先行 .後続文脈例 〈構成要素〉

はじめのうち面可が独語で何が空笑なのかとい うことや、どの話が妄想の話なのか判

病的体験の理解

断することが難しかつたが、毎日関わることで理解することが笠きた。

患者が幻覚 .妄想の体験に浸っている際に、肯定でも否定でもなく、別の話題を持ち

かけ現実的な他界へと患者の注意を向けることが笠皇塁。

不安があることで自分自身がどういう行動をしているのか振り返ることが笠皇た。

自己洞察
患者さんからの反応は、自身の患者さんへの接し方の鏡であることを、身を持って学

ぶことが笠整宣。
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